
～若者に「選ばれるまち」の実現に向けて～
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茅野市の人口推計
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推計値

（資料）S50(1975)～H27(2015)：総務省統計局「国勢調査」

R2(2020)～R42(2060)：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計」の推計方法に準拠し推計

（注） H12(2000)～H27(2015)は年齢不詳人口がある。このうちH22(2010)及びH27(2015)については、 年齢不詳人口を年齢３区分にそれぞれ按分してある。

茅野市の将来人口推計 （国立社会保障・人口問題研究所 準拠推計）

第２次地域創生総合戦略を策定
将来に向けて目指すまちの姿

人口減少に立ち向かうための具体的な事業と目標設定



第２次地域創生総合戦略とは
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社人研準拠推計

（資料）H27(2015)：総務省統計局「平成27年国勢調査」

R2(2020)～R42(2060)：茅野市にて推計

人口減少の克服に特化した、政策横断プロ
ジェクト

「地域創生」に向けた具体的な施策や事業、
その展開を定めた計画

計画期間 令和２年４月１日から令和７年３月
３１日まで （５年間）

＋3,468人

＋7,462人

働く世代や人口の維持



・企業の人手不足

・スーパーやコンビニエンスストア、
チェーン店等の撤退

・バスや鉄道、タクシー等の公共交
通をはじめとする生活サービスの
縮小

人口減少・少子化がもたらす課題
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若者がいなくなると… まち・生活

生活が不便になる

・消防団の維持困難
・ＰＴＡ活動縮小、地区行事縮小

・地区役員や公民館役員、保健補
導員等のなり手不足

若者がいなくなると… ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

住民負担の増加

生活が不便で住民の負担も多い「暮らしにくいまち」になると、より暮らしや
すいまちを求めてますます都市部へ若者が流出

悪循環

まちの活力の低下 財政状況の悪化



推計 茅野市の財政（一般会計）
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歳入歳出総額の推移 －基金に頼った財政運営に－

基金を繰り入れたときの基金残高 歳入（基金繰り入れたとき）

歳入（基金繰り入れないとき） 歳出

（億円）

財 政 推 計 期 間

基金の繰入れをしないと、
Ｒ４年度に収支が赤字に

基金の繰入れをしない場合

収支見込に応じて基金を繰り入れた場合
基金の繰入れを続けると、
Ｒ10年度末に基金が底をつき、
Ｒ11年度には収支が赤字に

（億円）

折れ線グラフは左目盛
棒グラフは右目盛 5

44億円
41億円

36億円



推計 茅野市の財政（一般会計）
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市の判断で自由に使える収入

（市税や地方交付税など）

毎年かかる支払義務の

ある経費や固定経費

税収

（億円）

財 政 推 計 期 間

【毎年かかる経費など】

（例）・職員の人件費

・借金の返済費用

・公共施設の管理運営費用

・高齢者・障害者等の各種福祉サービス給付費

・一部事務組合や特別会計への負担金
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【その年の需要に合わせ市が自由に使える部分】

（例）道路や公園の新設改良、公共施設の大規模改修、観光施設改修

★必要な経費が増えている

【福祉分野】
・諏訪中央病院への支援の拡充
・少子高齢化等に伴う福祉サービス給付の増

【教育分野】
・小中学校へのエアコン設置に係る借金の返済
・永明小中学校建設に係る借金の返済



目指すまちの姿 「若者に選ばれるまち」
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若者に「選ばれるまち」は、若者の流入、経済の活性化、生活サービスの充
実、住民負担の減少、市財政の安定化という好循環をもたらす

全ての市民にとって快適で暮らしやすいまち

第２次地域創生総合戦略により目指すまちの姿

若者に「選ばれるまち」の実現



若者に「選ばれるまち」実現に向けて
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若者に「選ばれるまち」実現に向けた基本的な考え方

▶生活を維持するための仕事や生活を営む住まいの
充実を図ります。

▶ 生活サービス、医療・福祉の充実を図ります。

▶ 子育て環境、防災対策の更なる充実を図ります。

▶ 茅野市の持つ自然環境の活用を図ります。

▶ 持続可能なまちづくりの実現に向けて、SDGs（持続
可能な開発目標）を意識します。



若者に「選ばれるまち」実現に向けて
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基本目標と横断的施策

茅野市を知り訪れ、茅野市に通い、茅野市に移り住むという人の流れを意識し、

５つの基本目標の下、具体的な事業を実施するとともに、複数の基本目標にまた

がる横断的施策を展開します。

（１）茅野版DMO支援による新たな交流の創造

（２）コワーキングスペースの活用による新しい働き

方の創出

（３）産学公連携「スワリカブランド」創造事業の推進

による新たな産業の創出

（４）多様な学び場の提供による子どもの豊かな生き

方の創造

（５）茅野駅を基点に都市部と地方を人が行き交う環

流の創造

（６）暮らしやすい未来都市・茅野の構築

基本目標

横断的施策

 

基本目標１ 知りたい、訪れたいまちをつくる 
 

基本目標２ 通いたい、帰りたいまちをつくる 
 

基本目標３ 移り住みたい、住み続けたいまちをつくる 
 

基本目標４ 安心して出産・子育てができるまちをつくる 
 

基本目標５ 安心・安全、快適なまちをつくる 

 

関係人口の創出

「観光視点」
中心のアクション

これまで

「ビジネスユース視点」
のアクション

これから

追加

相乗
効果



暮らしやすい未来都市・茅野

市民の高齢化
生産年齢人口減少

医療・介護需要の増加

医療・介護スタッフ不足

未病・フレイル対策・健康増進の必要
（医療従事負担軽減・保険料負担軽減）

技術による支援

壮健シニア
社会の実現

不可避
市民の
安心

医療と福祉の連携
遠隔医療・見守り
自動バイタル測定
デジタルナース ｅｔｃ

人口の自然増は急激には訪れない

人口（担い手）減少を踏まえた施策展開が必要

ＡＩ、ＩоＴ、通信、様々な先端技術の積極的な活用

例） 地域医療・健康増進
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暮らしやすい未来都市・茅野

要素となる事業

「アフターコロナ社会」、「新しい生活様式」という視点からも目指すべき方向

イコール

国事業を
積極活用

▶ スーパーシティ構想

▶ 地方創生関連交付金

▶ 日本版MaaS推進・支援事業

▶ ＳＤＧ’s関連事業 ｅｔｃ

医療・介護
オンデマンド交通
交通最適化（MaaS）

ＡＬＬ茅野アプリ
デジタル行政サービス

キャッシュレス
地域ポイント

テレワーク
ワーケーション

防災・見守りへの
通信技術活用

▶遠隔診療 ▶バイタル自動取得
▶デジタルナース ▶遠隔の患者見守
▶ウェルネスカルテ ▶フレイル対策

▶オンデマンド交通による利便性向上
▶ハブ＆スポークによる交通最適化

▶交流、情報のマッチング
▶結の醸成
▶行政サービスのデジタル化

▶キャッシュレスの促進
▶地域ポイントによる結の醸成
▶行政ポイント付与
▶ポイント活用による市民活動活性

▶企業誘致と働く場所の拡大
▶様々な働き方の選択肢
▶関係人口（来訪者）増加

▶ＬＰＷＡ通信技術を活用した防災
▶ＬＰＷＡ通信技術を活かした見守り
▶通信技術の適材適所化
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未来都市・茅野のイメージ
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ご清聴ありがとうございました


